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COS,  J. ed. Sancti Thomæ de Aquino Opera omnia  iussu Leonis XIII P. M. edita,  t.24.2: 




























B.  Alberti  Magni,  Ratisbonensis  episcopi,  ordinis  Prædicatorum,  Opera  omnia,  ex 
editione  lugdunensi  religiose  castigata,  et  pro  auctoritatibus  ad  fidem  vulgatæ 
versionis accuratiorumque patrologiæ textuum revocata, auctaque B. Alberti vita ac 
bibliographia  suorum  operum  a  Pp.  Quétif  et  Echard  exaratis,  etiam  revisa  et 
locupletata. Ed. BORGNET, S. C. A. Parisiis: Apud Ludovicum Vivès, 1890‐9. 
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Patrologiæ  cursus  completus  omnium  SS.  Patrum,  doctorum  scriptorumque 
ecclesiasticorum  sive Latinorum,  sive Græcorum. Series Latina. Ed. MIGNE,  J.‐P. 
Parisiis, 2 ed. 
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Plato  Latinus.  Vol.4:  Timæus  a  Calcidio  translatus  commentarioque  instructus  in 





出隆 監修『アリストテレス全集』第 1‐17巻，岩波書店，1968‐73 年． 
アリストテレス全集新 
内山勝利，神崎繁，中畑正志 編『アリストテレス全集』第 1 巻‐，岩波書店，
2013 年‐． 
神学大全 
高田三郎ほか訳『神学大全』第 1‐45 冊，創文社，1960‐2012 年． 
心身問題 





























































































































１  平行箇所：『「命題集」註解』第 2 巻第 8 区分第 1 問題第 1 項；『対異教徒大全』第 2 巻第 90‐91
章；『定期討論集 神の能力について』第 6問題第 6項；『神学大全』第 1部第 51問題第 1項；『定




４  Cf.  アウグスティヌス『「創世記」逐語註解』第 3巻第 10章（PL 34, 284）「デーモンたちは大気
的な生き物であるという．というのもその身体は大気的な本性をもってきわめて活動的だからで
ある．また受動よりも能動により適した元素がデーモンたちのうちで優っているため，死によって











































『アリストテレス「魂について」註解』第 3 巻第 11 章（L.45.1, p.256,  ll.153‐6）「たしかに悪霊た
ちをプラトン主義者アプレイウスは次のように定義した．悪霊たちは，身体という点で空気的な，
精神という点で理性的な，こころという点で受動的な，時間という点で永遠な動物である，と」；
























６  Cf.  アリストテレス『トピカ』第 4 巻第 3章 124a6‐7「中間的なものが属する類には，両極のも
のも属している」（アリストテレス全集新 3, p.148）；『自然学』第 5巻第 1章 224b30‐32「なお，も
のが中間のものから転化することがあるのは，転化のさいに中間のものは反対のもののどちらの
側にたいしても反対のものとしての役割を果たすからである．というのは，中間のものは，或る意
味で端であるから」（アリストテレス全集旧 3, p.194）；『魂について』第 2 巻第 11 章 424a6‐7「中
間のものは，両極端のいずれの特性に対してもそれに対立するもう一方の特性になる」（アリスト
テレス全集新 7, p.117）；『形而上学』第 10 巻第 7 章 1057a19‐20「およそ中間のものは，これがそ
れらの中間のものであるところのそれら〔両極端のものども〕と同じ類に属している」（アリスト
テレス全集旧 12, pp.345‐6）；『政治学』第 4巻第 9章 1294b17‐18「そして中間的なものもやはりそ
ういうことになる，何故なら両極端のどれもがそのうちに現われるからである」（アリストテレス
全集旧 15, p.168）． 

































































１１  Cf.  アリストテレス『生成と消滅について』第 1巻第 3章 318b29‐33「風と空気は，感覚に照ら
してみれば，その存在の程度はより低いが［引用者による中略］，しかし，真理に照らすならば，
風と空気のほうが土よりも，いっそう〈この何か〉であり，形相なのである」（アリストテレス全
















































１５  Cf.  アヴェロエス『天球の実体について』第 2章（Venetiis 1562, t.9, f. 6r, litt. B）． 
































１９  Cf.  トマス『定期討論集 霊的被造物について』第 6項主文（L.24.2, p.68, ll.176‐85）．註 7を見
よ． 













２１  Cf.  トマス『定期討論集 悪について』第 16問題第 1項主文（L.23, p.283, ll.366‐9）「それゆえ，
いかなる空気的物体も魂化されたものではありえないということが残される．そしてそれゆえ，悪
霊たちは，自身と本性的に合一された身体を持たないとわれわれは言う」． 






































































































論集 悪について』第 16問題第 1項第 4異論解答（L.23, p.283, l.404 ‐ p.284, l.412）「第四に対して
は以下のことが言われるべきである．空気は土よりも高貴な物体ではあるが，しかしながら，空気
も他のすべての元素も諸々の混合物体と質料的に関わる．それゆえ，混合物体の形相は元素の形相
よりも高貴である．そしてこのことのゆえに，魂は諸形相の中で最も高貴であるのだから，魂は，
空気的物体の形相ではなくて混合物体―それにおいては，混合の同等性が生じるように，土と水
が量に即してより多く豊富になっている―の形相でしかありえない」． 
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